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夢づくり地域交付金（ステップアップ事業）
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• １．大湫町の今日的課題

• ２．第６次総合計画で目指してきたもの

• ３．最近の地域における課題解決へ向けた取り組み

• ４．現時点での到達点

• ５．更なる課題解消へ向けた取り組みとしての「ステップアップ事業」

• ６．旧小木曽邸（米屋）の経過と大湫宿における位置

• ７．活用事業者の紹介

• ８．ハードとしての米屋の整備

• ９．ソフトとしての米屋の機能

• 10．今後の事業展開
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大湫町の人口動態

男 女

• １．大湫町の今日的課題

空き家が増加し荒廃が進む

少子高齢化が進みマンパワーに課題



• ２．第６次総合計画で目指してきたもの



転入対策委員会

• ３－１．最近の地域における課題解決へ向けた取り組み



• ３－２．最近の地域における課題解決へ向けた取り組み

景 観 協 議 会



• ３－３．最近の地域における課題解決へ向けた取り組み

オオクテ・ツクルテ



• 最近の転入実績（平成24年～30年）

• 平成24年転入Ａ氏（30代夫婦―陶芸家）

• 平成25年転入Ｂ氏（20代夫婦子供4歳―陶芸家）

• 平成26年転入Ｃ氏（20代夫婦子供０歳―陶芸家）

• 平成27年転入Ｄ氏（20代独身三重県へ転出―陶芸家）

• 平成28年転入Ｅ氏（60代夫婦―自然石アート）

• 平成28年転入Ｆ氏（40代夫婦―喫茶店経営）

• 平成29年転入Ｇ氏（40代独身―会社員）

• 平成29年転入Ｈ氏（40代夫婦―子供5歳・3歳―陶芸家）

• 平成30年転入Ｉ氏（20代独身―陶芸家）

• 平成30年転入Ｊ氏（40代夫婦子供5歳・0歳―設計士）

• 平成30年転入Ｋ氏（30代夫婦子供3歳―農業）

• 平成30年転入Ｌ氏（30代夫婦子供6歳・4歳・2歳―会社員）

• 平成30年転入Ｍ氏（60代夫婦子供30代―彫刻家）

• ４．現時点での到達点

参観者1万人を迎えた「丸森邸」

多くのボランティアが集った「西森邸」



大湫町における主たる課題

空家の解消

転入者の更なる受け入れ

若手芸術家の集いの場

空間のリデザイン

• ５．更なる課題解消へ向けた取り組みとしての「ステップアップ事業」

「大湫宿古民家再生事業」をステップアップ事業

として実践し、課題解消を目指す



• ６－１．旧小木曽邸（米屋）の経過と大湫宿における位置

宿場の中心部にある古民家「米屋」



• ６－２．旧小木曽邸（米屋）の経過と大湫宿における位置

越 し 屋 根



• ６－３．旧小木曽邸（米屋）の経過と大湫宿における位置

袖 梲



• ６－４．旧小木曽邸（米屋）の経過と大湫宿における位置

囲 炉 裏



• ７．活用事業者の紹介

「米屋」活用事業者 田村夫妻

実践事例：整備前の民家の前庭風景

実践事例：整備前のイメージパース 実践事例：整備後の民家の庭園風景



• ８．ハードとしての米屋の整備

「米屋」 中庭整備のイメージパース



• ９．ソフトとしての米屋の機能

活用事業者並びにコミュニティ推進協議会と連携

「米屋」等、設備の整った古民家等から順次

・若い芸術家の交流の場

・アーティストの情報発信の場

・転入を希望する若い芸術家のお試し住宅 など

大湫町のリデザインにつながる基地として、

多くの人々の参加を受け入れながら活用



• 10．今後の事業展開

１ ハード
①町内外のボランティアの参加を募り、
家財の整理や内外の清掃活動を実施

②活用事業者との協議のもと、屋根の修理を発注
③内装・庭園に関わる「古民家再生塾」の開催を企画実践

⇒機能を果たせる施設の整備

２ ソフト
①施設整備の進捗情報の発信／

アーティストフリーペーパーの発行に着手
②地元芸術家の連携組織を立ち上げ
③運営が軌道に乗り次第、アーティストインレジデンスや交流会の開催
④庭園設計・地域のリデザインなど、活動の幅を拡大

⇒永続性のある美しい大湫づくり



～大湫宿古民家再生活用事業～

夢づくり地域交付金（ステップアップ事業）プレゼンテーション

（写真：古民家再生塾イメージ）
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大湫町コミュニティ推進協議会


